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第1章　まちづくりの基本理念と将来像 － － － －

　１　まちづくりの基本理念 40 なし

現行計画では、下記3つを基本理念と定めてい
ます。
　・市民一人ひとりが幸せを感じられるまち
　　づくり
　・持続可能なまちづくり
　・個性豊かなまちづくり

後期基本計画の策定においては、
修正はございません。
「第3次つくばみらい市総合計画
（計画期間：２０２８年度～）」
の策定時に見直しを行います。

－

　２　将来像 41 なし

現行計画では、行政が市民と協働で目指す姿
として下記を将来像と定めています。
　しあわせと笑顔あふれる　みどりがつな
ぐ”みらい”都市

後期基本計画の策定においては、
修正はございません。
「第3次つくばみらい市総合計画
（計画期間：２０２８年度～）」
の策定時に見直しを行います。

－

第2章　まちづくりの将来指標 － － － －

　１　まちづくりの規模（人口指標） 42 あり

本市の人口は2005年から2015年までの10
年間で約20%増加しました。今後も、市民生
活の利便性の向上や就業の場の創出を図りな
がら、2027年には、人口53,200人を目指
します。

令和2年度国勢調査によるつくば
みらい市の人口は49,872人でし
た。現在、0-4歳といった５歳階
級ごとの人口動態の状況を整理・
分析や今後の市内での開発見込み
の精査などを行っており、それら
の結果を踏まえ、本市の将来人口
の推計を行います。

－

　２　まちづくりの質（しあわせ指標） 43 あり

市の魅力を生かしながら、市民目線に立った
「生活の質」「環境の質」を高めるには、市
民が幸せを感じられるまちづくりが重要で
す。アンケート等から指標化した「主観的指
標」や統計的データ等から指標化した「客観
的指標」のレベルを確認しながら、市民一人
ひとりの幸福感が高まるまちづくりを進めま
す。

後期基本計画への移行と合わせ、
しあわせ指標のブラッシュアップ
を行います。
見直し後は、より市民の声に比重
を置き、将来に向けた市民意識も
含めた指標とします。

資料4

第3章　まちづくりのデザイン － － － －

　１　グランドデザイン（土地利用構想） 44 あり

都市的機能の充実を図るだけでなく、機能性
を高めるため、次の方向性でまちづくりを展
開し、まち全体の総合力の強化を図ります。
①個性と魅力を高める「地域（面）」の形成
②活力あるまちを創り、豊かな暮らしを彩る
「拠点（点）」の配置
③都市構造を支える「ネットワーク（軸）」
の形成

福岡工業団地地区や常磐自動車道
の（仮称）つくばみらいスマート
インターチェンジ周辺など、新た
な開発構想を含んだ土地利用構想
とします。
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　２　ライフデザイン（暮らしづくり構想） 48 あり

「市民一人ひとりのライフスタイルに応じた
豊かな暮らしの実現」をテーマに、それぞれ
の市民のライフスタイルに応じた豊かな暮ら
しを享受するために、自治体やコミュニ
ティ、団体や企業が役割分担し、連携・協力
する必要性を示しています。

新型コロナウイルス感染症の発
生・拡大により、市民のライフス
タイルが大きく変容しました。ポ
ストコロナに向けた、ライフデザ
インの方向性の見直しを行いま
す。

－

　３　ソーシャルデザイン（地域社会づくり構想） 50 あり

「市民が主体的に参加する新たな地域社会づ
くり」をテーマに、身近な地域の課題や問題
を解決するためには、地域住民の連携・協力
が必要であることを示しています。

新型コロナウイルス感染症の発
生・拡大により、地域コミュニ
ティの在り方の見直しや役割の重
要性が増しています。ポストコロ
ナに向けた、地域コミュニティの
役割の見直しを行います。

－

第４章　まちづくりの基本目標 － － － －

　まちづくりの基本目標 52 あり

「まちの将来像」を実現していくために、３
つのまちづくりの目標を掲げ、目標を達成す
るための施策の方向性を示します。
１．市民目線に立った質の高いまちを創る
２．市民が豊かな暮らしが描ける場を創る
３．連携や協力によって支え合う社会を創る

施策体系の見直しに合わせて、各
目標の関連分野を修正します。
関連分野の掲載箇所は、各施策と
の繋がりが分かりやすくなるよう
基本計画の施策体系のページに変
更します。

－
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